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目 的　 高 齢 化 社一会 の 進 む な か で ， 厚 生 省 は ， 高 齢 者 が 安 心 し て 利 用 で き る サ ー ビ ス や 商

品 の 質 を 確 保 す る た め に ， 「 シ ル/t  ― サ ー ビ ス 振 興 会 」 を 発一足 さ せ る こ と を 決 定し た 。 様

々 な 分 野 の 企 業 が’参 加 を 希m.  し て い5 よ う で あ る が ， 高 齢 者 向 け の 快 適 な 被 服 の 開 発 も 望

ま れ る こ と の 一 つ で あ る 。 そ の た め の 資 料 を･得 る こ と を 目 的 に ， 高 齢 者 の 被 服 購 入 の 現 状

及 び 外 衣 の一着 衣 分 析 を 行 い, そ の 結 果 を 報 告 し て き た が ， 引 き一続 き 下 着 の 着 衣 状 況 を 調 査

し ， 分 析 を 試 み た の で 報 告 す る 。

方 法　(1)一調,査 対 象 ： 名 古 屋 市 内 の 寺2 ケ 所 を 中 心 に ， 参 拝 の 目 的 で 集 ま る 健 康ts. AS 歳 以

上 の 男 女 各/  00 名　 匂 調 査 時 期: 季 節 に よ る 傾 向を み る た め に ， 夏 （ ぶ/年T  ~ S 月)   . 冬

（ ぶ/年/｡2月~  ぶ｡2年 ／ 月 ） の 。2回 実 施　（9 調 査 方 法 ； 面 接 に よ る 聞 取 り 調 査　(4) 調 査 内 容 ：

調 査 当 日 着 用し て き た外 衣 及 び 下 着 の 種 類 と 着 方, 下 着 類 の 購 入 ・ 着 用 時 に 配 慮 す る こ と。

結 果　（1）男’子 は ， 夏 ， 冬 と も に 洋 服 着 昭 者 が ／oo  % で あ っ た 。 下 着 は ， 夏 は ， 上 衣 に 半

袖 シ ャ ツ まK. は ラ ン ニ ン グ シ ャ ツ を ， 下 衣 に パ ン ツ と。ロ ン グ パ ン ツ を 着 用 し て い る 栽 沁 7O

%  以 上 を 占 め た 。 冬 は, 長 袖 シ ャ ツ に パ ン ツ ， ズ ボ ン 下 を 着 用 し ， 中 着 に チs ッ キ ， セ ー

タ- 類 が 着 用 さ･れ て い た 。　（2)女 子 は ， 夏 は ， 洋 服 着 用 者 が ／θ0% で ， 下 着 に シ ュ ミ ー ズ

を 着 用し て い る 者 が ぶ｡z% あ っ た 。 冬 は ， 洋 服 着 用 者 ぶ£％, 和 服 曽 用 者29% で ， 後 者 は7ぷ歳

以 上 の’者 に 多 か っ た 。 上 衣 の 下 着 と し て は ， 洋Bg  . 和 服 着 用 者 と も に 長 袖 シ ャ ツ を 着 用･し

て い る 者 が 多 く ， 中 着 の 着 方 は 様 々 で あ っ た 。　& ）下 着 着 用 に 際 し ， 夏 は 吸 湿 性 を ， 冬 は

保 温 性 を 配 慮 す る 者 の 割 合 が 高 く ， ま た, 男 子 の 配 慮 す る 者 の 割 合 は 女 子 よ り 低 か っ た 。
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蕩斟麟!交 通 事 故 の 中 で 死 亡 事 故 の 過 半 数 は 夜 間 に 発 生 す る1.  I) 。 し か も 。 原 因 の 中 に 歩 行 者 の

視 認 性 の 悪 さ が あ っ て も 調 書 に 載 っ て い な い'  ■ * ’。 そ こ で ， 道 路 歩 行 者 の 視 認 性 を 考 え た 。

i 躇SiR58 年 の 前 照 灯 保 安 基 準 改 定 に 伴 う 歩 行 者 の 視 認 性 ア ン ケ ー ト 。 ② 事 故m 査>) 。 ③ ラ

ン ダ ム に 並 べ た 色 に 好 み の 順 を 付 す ア ン ケ ー ト 。 ④ 前 報 と 別 の ア ン ケ ー ト6  ) 運 転 者 用 ； 好

き な 色. 所 有 衣 服 の 季 節 別 色 順･ 条 件 別 で 視 認 性 の 高 い 服 の 色（ 時 間 ，気 象 ，夕 方 で ラ イ ト 有 無 ，

夜 間 で 舗 装 面 の 新 旧 ，夜 間Iで 対 向 車 ラ イ ト 有 無 ）･遠 く か ら 目 立 つ 主 体 別 歩 行 者･ 見 や す い 色 の

速 度 依 存 性･ 免 許 歴. 実 運 転 歴･ 車 種･ 車 名･ 職 業･ 運 転｡地 域･ 性 別･ 年 齢･ 備 考 。 歩 行 者 用 ；服 装 に

よ る 他 人 の 目 の 意 識 一時 速50k 皿の 車 か ら の 動 静 確 認 距 離 を 加 え ， 不 要 項 目 は 除 去 し たel

m 罷鮑）対 向 車 の 灯 火 が 暗 け れ
ば 向 上 す る が ， 彼 我 と も 明 る い と ま ぶ し い だ け で あ る 。 灯 火 を

雨 で は 下 向 き に ， 霧 で は 上 向 き に す る と 良 い 。 歩 行 者 で も 白 や 黄 色 を あ げ る が ， 有 効 に 用 い

な い 。 ② 草 加 署 管 内 の 事 故 を み る と16 ～18 時 に ピ ー ク が あ り ，人 身 事 故 は 全 体 の 約302 を 占 め

る 。 原 因 の34 ～40X が 前 方･ 動 静 不 注 視 と 多 く ， こ の 原 因 で の 死 者 は 約40:: と 高 い 。R 一 致 性

の 係 数 は 低 か っ た 。R 全 体 で は ， 歩 行 者 と 運 転 者 で 視 認 し や す い 色 に 大 差 が な い 。 し か し ，

主 体 別 に す る と 。 タ ク シ ー 運 転 者 で は 昼 間 は 暖 色 系 で 夕 方 か ら 白 と な る が ， 一 般c 運 転 者 で

は 昼 夜 と も 暖 色 系 で あ る 。 ま た ， 実 運 転 歴10 年 以 上 で は 職 業 に よ ら ず タ ク シ ー 運 転 者 と 似 て

く る が 。 経 験 が 浅 い 者 で は 歩 行 者 に 似 て い る 。 さ ら に 。 歩 行 者 は 夕 方 や 夜 間 で も 暖 色 系 が 良

い と 思 っ て い る が ， 白 の み が 運 転 者 か ら 良 く 見 え る 。驚5歎ii)毎 日 新 聞（ 夕 刊.  1987.I  .5. ）｡2 ）全 日 本
通安 全 協 会編■安全 庫 転のし おり.1985.    3)崎 玉県 草加 警察 暑. 交 通事故 のあ ら まし ，1985年.   4）蓮見. 月刊 交通 訪.1977 年i 月

号8 I貧. 北 沢. I b i d . ,同年2 月号47 頁｡5) 高 橋,59 年 度科 研費 報告 書｡6) ソ ート 社のPIPS 上 に 展開し た。


